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ジャガイモモップトップウイルス多検体診断法及び防除技術の開発 
 
１ 中核機関・研究総括者 

（独）農業・食品産業技術総合研究機構北海道農業研究センター 中山 尊登 
 
２ 研究期間 

2006 年度（1年間） 
 
３ 研究目的 

2005 年 11 月に北海道十勝地方でジャガイモモップトップウイルス（PMTV）によ

る塊茎褐色輪紋病の発生が確認された。同地方はわが国の主要な種ばれいしょ生

産地であり、その発生拡大により甚大な被害が予想されるため、本ウイルスの発

生実態の把握、抵抗性品種の有無ならびに防除対策の確立が求められている。そ

こで本課題ではおとり植物を用いた高感度・高精度な PMTV の実用的土壌診断法を

開発し、これを活用した緊急調査を行うことにより PMTV の発生実態を正確に把握

する。また、国内主要品種の本病抵抗性ならびに薬剤の土壌処理による本病防除

効果を解明するとともに、海外における防除対策等に関する情報を集約し、これ

らの得られた知見を統合することにより本病に対する抜本的な防除対策を提示す

る。 
 
４ 研究内容及び実施体制 

① 土壌診断を想定した多検体診断法の開発（北海道大学、（独）北海道農業研究

センター） 

おとり植物と PCR-マイクロプレートハイブリダイゼーション法を用いた高感

度・高精度な PMTV の実用的多検体土壌診断法を開発する。 

② 発生地等における PMTV の汚染状況緊急調査（（独）北海道農業研究センター、

北海道大学、(独)種苗管理センター） 

①の診断法を用いて発生地等の調査を行い、PMTV の発生実態を把握する。 

③ PMTV に対する主要品種の抵抗性評価（（独）北海道農業研究センター、北海道

立十勝農業試験場、(独)種苗管理センター） 

発生現地圃場において国内の主要ばれいしょ品種を栽培し、PMTV に対する抵抗

性を評価する。 

④ PMTV 汚染圃場における防除法と PMTV の封じ込め対策の策定（（独）北海道農業

研究センター、北海道立十勝農業試験場、(独)種苗管理センター、北海道大学） 

発生現地圃場において薬剤処理による PMTV の防除効果を解明する。また海外

の防除対策等に関する情報を集約し、PMTV の封じ込め対策を策定する。 
 
５ 目標とする成果 

PMTV による被害拡散を防止し、同ウイルスを封じ込めるために現時点でとりうる

対策が策定され、これを生産現場へ周知を図ることで、国内有数の種ばれいしょ生

産地域に対する風評被害を回避することができ、また種苗管理体制の信頼性が保証

される。 
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